
歩道の設置等を実施し、歩行者の安全確保を図る。
歩行者が安全で安心して歩きやすい道路環境の整備を行う。
車両が安全に走行できる道路環境の整備を行う。

事業をより効果的に進めるために、交通安全上の危険個所の洗い出しを行い、危険性の内容を調査、分析し
た上で優先順位を付け計画的に事業を進めて行く。

今後の
方向性

交通安全環境を整備する交通安全
安全安心都市

施
策
の
大
綱

都市づくり部道路課

事業： 交通安全整備事業 1454

07

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

02第4章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

歩道の設置等一般通行の安全に貢献している。

B

歩行者及び車両の安全な通行を確保するために、本事業は欠かせない
が、より効率性をあげるため、危険個所等の調査を行い問題点を抽出した
上で優先順位付を行う等検討の余地がある。

A
B

A

目

標

計画道路を完成させることにより、歩行者等の安全確保を図る。
歩行者が安全で安心して歩きやすい道路環境の整備のため、歩道段差の改善、歩道舗装の改修、交通安全施設の設
置をめざす。

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

25,800

18,047

1.00

0.00

18,047

0

0

0

一人あたり

世帯あたり 546

237

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

19,722

19,722

0

0

0

26,636

0.90

0.00

563

241

-1,675

-1,675

0

0

0

-836

0.10

0.00

-17

-4

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

A

A
A

A

人件費

公債費

内
訳

7,753

0

事業費（決算額） 18,047

6,914

0

19,722

839

0

-1,675 (千円)

 (千円)

 (千円)
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